
23

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
あ
る
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
氏
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
原
子
力
の
平
和
利
用
が
人
間
の
全

て
の
目
標
設
定
と
使
命
を
規
定
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
人
間
は
自
ら
本
質

を
失
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
や
今
度
の
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
な
ど
、
原
子
力
が
人
類

や
自
然
な
ど
に
対
し
て
、
い
か
に
物

質
的
、
精
神
的
な
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
か
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
地
方
は
、
原
子
力
発
電
所

の
所
在
地
か
ら
遠
隔
地
に
あ
た
る
と

は
い
え
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
享
受

し
て
い
る
以
上
、
こ
の
問
題
と
向
か

い
合
っ
た
中
で
、
今
後
の
地
方
自
治

体
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
必
要
を
感

じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
を
念
頭
に
、
平

成
24
年
度
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
の

で
、
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

  

平
成
24
年
度
予
算

　

各
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

予
算
規
模
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般

会
計
で
57
億
５
５
０
０
万
円
、
特
別

会
計
で
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が

廃
止
予
定
の
た
め
、
６
特
別
会
計
で

約
23
億
６
７
０
０
万
円
、
全
７
会
計

約
81
億
２
２
０
０
万
円
の
予
算
で
す
。

　

こ
れ
を
、
平
成
23
年
度
骨
格
予
算

に
政
策
予
算
を
追
加
補
正
し
た
予
算

額
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
４
億
６
４
０
０
万
円
の
増

で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
継

続
事
業
で
あ
る
瓜
幕
川
用
水
施
設
整

備
事
業
お
よ
び
東
瓜
幕
西
19
線
改
良

舗
装
事
業
の
増
を
は
じ
め
、
道
営
土

地
改
良
事
業
や
暗
渠き
ょ

排
水
事
業
と

い
っ
た
農
業
基
盤
整
備
の
増
、
そ
し

て
公
営
住
宅
建
設
費
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
老
人
保

健
会
計
の
廃
止
に
よ
り
１
０
０
万

円
の
減
、
国
保
会
計
で
療
養
給
付

費
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠

出
金
の
減
に
よ
り
６
１
０
０
万
円
の

減
、
病
院
会
計
で
増
改
築
事
業
費

の
減
に
よ
り
１
億
５
４
０
０
万
円
の

減
、
介
護
保
険
会
計
で
１
０
０
万
円

の
増
、
簡
易
水
道
会
計
で
高
台
地
区

井
戸
改
修
に
よ
り
１
０
０
万
円
の
増
、

下
水
道
会
計
で
は
然
別
湖
畔
地
区
に

係
る
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
計

画
策
定
に
よ
り
５
０
０
万
円
の
増
、

後
期
高
齢
者
会
計
で
広
域
連
合
納
付

金
の
増
に
よ
り
１
千
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
全
体
で
は

１
億
９
９
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
会
計
通
算
で
は
、
２
億
６
５
０
０ 

万
円
の
増
で
す
。

  

歳
入
歳
出
概
要

　

歳
入
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
に
つ
い
て

は
、
対
前
年
当
初
比
４
・
３
％
増
の

７
億
５
１
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
政
計
画
を
勘
案
し
、
前
年
６
月
補

正
後
対
比
０
・
９
％
増
の
26
億
１
千
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
・
道
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
防

衛
省
所
管
の
障
害
防
止
対
策
事
業
お

よ
び
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
の
増

な
ど
に
よ
り
、
58
・
３
％
増
の
約

９
億
４
４
０
０
万
円
と
見
込
み
、
計

上
し
ま
し
た
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
10
％
増
の
約
８
７
０
０
万
円
、
町

債
に
つ
い
て
は
、
９
・
８
％
増
の
約

４
億
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
決
算
状
況
お
よ
び
地
方
財
政

計
画
な
ど
を
勘
案
し
、
２
％
増
の
約

９
億
５
２
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
す
が
、
経
常
経
費
に
つ
い

て
は
、
新
規
施
策
を
除
き
、
前
年
度

当
初
予
算
と
同
規
模
程
度
と
な
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。

  

は
じ
め
に

　

平
成
24
年
第
１
回
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

の
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素

よ
り
鹿
追
町
民
の
幸
せ
と
鹿
追
町
の

勇
躍
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
は
議
会
が
町
民
ニ
ー

ズ
を
真し
ん
し摯
に
受
け
と
め
、
町
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
平
成
22
年
３

月
に
制
定
さ
れ
た
鹿
追
町
議
会
基
本

条
例
を
議
会
改
革
の
基
調
と
し
、
広

報
・
広
聴
活
動
を
定
期
的
に
実
施
す

る
な
ど
、「
行
動
す
る
議
会
」
と
し
て
、

あ
る
べ
き
姿
を
内
外
に
お
示
し
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
が
多
く
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
奪
っ
た
こ
と
に

加
え
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

日
本
列
島
全
体
を
政
治
・
経
済
と
も

に
混
迷
の
余
儀
な
き
途
へ
と
落
し
め

ま
し
た
。

　

特
に
、
原
子
力
発
電
事
故
の
余
波

は
途
方
も
な
い
年
月
と
巨
額
の
復
興

費
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
か
、
こ
れ

ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
多
く
を
原

子
力
発
電
に
依
存
し
て
き
た
我
が
国

に
と
っ
て
の
影
響
は
甚
大
と
い
わ
な

平
成
24
年
度  
町
政
執
行
方
針　
　
　
　

 

鹿
追
町
長　

𠮷　

田　

弘　

志

未
来
へ  

夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

町
政
執
行
方
針
並
び
に
教
育
行
政
執
行
方
針
を
表
明

　

３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
24
年

鹿
追
町
議
会
第
１
回
定
例
会
」
で
、
𠮷
田

弘
志
町
長
か
ら
「
町
政
執
行
方
針
」
が
、

ま
た
臼
井
あ
や
子
教
育
委
員
長
か
ら
「
教

育
行
政
執
行
方
針
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鹿追町議会
第１回 定例会

町政執行方針
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